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日経バイオテク 坂田亮太郎 久保田文



▪ 「日経バイオテク」編集長

▪ 1998年東京工業大学大学院総合理工学研究科修了（バ
イオテクノロジー）。日経BP入社後は日経バイオテク
に配属となり、製薬・食品・化学業界を取材。その後、
日経ビジネス記者、北京支局長、上海支局長などを経て
2019年4月より現職。バイオテクノロジーの産業動向に
加え、若手研究者のアカデミアの構造要因についても関
心を持つ。

▪ 2021年6月より日本経済新聞「Think!」のエキスパート
を務める。



▪ 「日経バイオテク」副編集長

▪ 2002年東京農工大学農学部卒。同年日経BPに入社。
入社後7年間、日経バイオビジネス（現在は休刊）、
日経バイオテクの記者として製薬企業やスタート
アップの創薬の現場などを取材・執筆。その後5年
間、医師向けの日経メディカルの記者として、終
末期医療や認知症診療、災害医療などを取材、記
事を執筆。2014年4月から現職。医薬品産業の技
術動向に関心を持ちながら、取材・執筆をしてい
る。



本日の
アジェンダ

▪ バイオ業界でスタートアップの重要性が
増している

▪ 「モデルナ」日経テレコン検索すると？

▪ 水平分業が進む世界の製薬バイオ業界

▪ 日本にはバイオ分野のスタートアップが
いくつあるか

▪ 日経バイオテクが注目しているバイオス
タートアップ

▪ 目的のスタートアップがすぐに見つかる
「マトリックス分析図」とは？

▪ 「疾患領域×モダリティ（治療技術）×
開発ステージ」で分類

▪ その他



この生活は
いつまで続くのか

▪ 世界の在り方を根底から変えた新型コロナウイ
ルス。その感染状況を把握するためのPCR検査、
感染者の命を守るための治療薬、そして私たち
の仕事や生活を元に戻すために欠かせないワク
チン…。そのすべてに関わるのがバイオテクノ
ロジーです。コロナ禍で改めて認識されたのは、
バイオテクノロジーの威力です。

▪ ここ最近、世界のバイオ産業で通底するトレン
ドがあります。それは、スタートアップがイノ
ベーションの起点となっていることです。

提供：国立感染症研究所



▪ 新型コロナウイルスに対するワクチン
をいち早く実用化した米Moderna（モ
デルナ）。今や、世界的に有名になっ
た。

▪ 株価は434.04USD（9/21終値）。コロ
ナ禍前の2020年1月3日の株価は
18.89USDだった（1年半で22.9倍に上
昇）

▪ 時価総額は1752億ドル（約19兆円に達
した。ちなみに、日本トップのトヨタ
自動車が32兆円、2位のキーエンスは
17.4兆円。ソニー（15.5兆円）やNTT
（12.5兆円）よりもモデルナの時価総
額がはるかに上



▪記事検索で「全期間」を対象に検索すると7048件がヒット

▪うち2020年1月1日以降で検索すると7024件がヒット
（99.6％）。ちなみに初登場は・・・

田村正和 ４０代女性にエール

2010/03/04 デイリースポーツ 23ページ 233文字

俳優の田村正和（６６）が女性のための美容サプリ「美・皇潤」のＣＭキャラク
ターに就任し３日、東京湾に浮かぶ客船「シンフォニー モデルナ」の船上で会見
した。。どんどん輝いて欲しい」とダンディーな笑顔で世の女性にエールを送った。
ＣＭは４日からオンエア。

▪ ※ 日経バイオテクでは、2014年2月7日の記事で初めて紹介



▪ 2008年にドイツのMainz市で創業

▪ 従業員は約1300人

▪ 2019年10月に株式上場、 9/21日付
の株式時価総額は827.83億ドル（約
9兆円）





厚生労働省の資料より抜粋





▪ 日経バイオテクは毎年6月、バイオス
タートアップの導出契約状況を調査
して、特集を出している。日本発の
スタートアップが国内外の製薬企業
に新規化合物などを導出する契約は、
明らかに増加傾向が見られる。

▪ 2006年7月以降の契約で、終了した契約も含む。以前の調査時
に判明していなかったものも含むため以前と数値が変わって
いる場合もある。なお2006年7月以前の契約は累計で13件あっ
た



▪ レナサイエンスが9月24日に東証マザーズ
に上場予定。

▪ これを含めると、バイオスタートアップの
2021年のIPOは、3月19日に上場したステ
ラファーマ、6月22日に上場したペルセウ
スプロテオミクス、6月25日に上場したス
テムセル研究所に続き4社目となる。国内
で、現在上場しているバイオスタートアッ
プとしては48社目となる。



日経バイオテ
クが「未上
場」のスター
トアップに注
目する理由

上場企業は、IR規則によって情報開示が義務づけられ
ている

既に様々なメディアで情報が露出している

起業したばかりのスタートアップは公開されている情
報が乏しい（WEBサイトすらないところも大半）

バイオテクノロジーの専門誌として2つの「使命」が
ある

（1）優良なバイオスタートアップにいち早く着目し、
読者（バイオ業界）に知らしめること

（2）バイオ専門メディアの記者の眼で、スタート
アップの実力を評価すること

→ 「スタートアップ総覧」を2年1度のペースで発行



▪ 準備を始めたのは昨年末。まずは日本全国の主要大学
や国立研究機関から関連するベンチャー企業のリスト
を入手し、ライフサイエンスやヘルスケアなども含め
バイオテクノロジーと関連する企業をピックアップ

▪ 主要なベンチャーキャピタル（VC）にも協力してもら
い、最近誕生した企業の情報も追加

▪ その結果、日本全国には1000社以上のバイオスタート
アップの「存在」が確認できた。2年前（2019年3月）
は800社程度だったので、2年で2割以上増えた計算と
なる。

▪ その中で各社の公開情報や特許、取材を通じて製薬企
業の「パートナー候補」となる約400社を厳選した
（日経テレコンを通じて、9月15日から企業情報を個
別に提供できるようになった）





▪ Heartseed（東京・新宿、福田恵一社
長）は、2021年6月1日、同社が重症心
不全を対象に開発している他家iPS細胞
由来心筋球（開発番号：HS-001）の全
世界での開発・製造・販売について、
デンマークNovo Nordisk社と独占的技
術提携・ライセンス契約を締結したと
発表した。契約一時金、マイルストー
ンの総額は最大5億9800万ドル（約655
億円）。Heartseedの福田社長と、
Novo Nordisk社の日本法人であるノボ
ノルディスクファーマのOle Molskov
Bech（オーレ・ムルスコウベック）社
長が同日、都内で開催された記者会見
に登壇した。



▪ 日本発のアカデミア創薬としては、異例の大型契約に
発展した。東京農工大学応用生物科学科の蓮見惠司教
授の研究成果を実用化するため、2005年に設立された
のがティムス（東京・府中市）だ。同社は2021年5月
12日、急性期虚血性脳卒中の治療薬候補として開発中
のTMS-007について、共同研究先の米Biogen社がオプ
ション権を行使したと発表した。これに伴いBiogen社
は一時金として1800万ドル（約20億円）を、さらに今
後のマイルストーンとして最大3億3500万ドル（約372
億円）をティムスに支払うことになった。上場への道
が一気に開けたことを受け、同社の若林拓朗社長に話
を聞いた。



▪ エクソソームを治療に応用する研究開発を進めている代表的な企
業の1つが、2019年11月に設立されたスタートアップのExTherea
（エクセリア：神奈川県藤沢市、今福礼CEO）だ。同社は、口腔
粘膜上皮細胞（ケラチノサイト）由来のエクソソーム療法の開発
を進めている。同社によれば、口腔粘膜上皮細胞由来エクソソー
ムの方が、間葉系幹細胞由来エクソソームに比べて、in vivo で高
い効果を発揮するという。

▪ 対象疾患は当面、（1）がん治療に伴う重度の口内炎、（2）神
経変性疾患──の2つを念頭に置く。口内炎に関しては疾患モデ
ル動物を開発しており、in vivoでの効果を確かめ、エクソソーム
療法のPOCを取得していく計画だ。また神経変性疾患に関しては、
アルツハイマー病や筋萎縮性側索硬化症（ALS）など、神経炎症
が関与している病態を対象に、抗炎症作用を持ったエクソソーム
療法の開発を進める。



▪ 筑波大学発ベンチャーのサナテックシード（東
京・港）と筑波大学は2021年4月23日、ゲノム
編集技術を利用して開発したGABA高含有トマ
ト「シシリアンルージュハイギャバ」の苗配布
を開始する説明会を、筑波大学筑波キャンパス
にて報道関係者向けに開催した。

▪ サナテックシードの取締役最高技術責任者も務
める江面浩（えづら・ひろし）筑波大学教授
（右）は「シシリアンルージュハイギャバの特
性について」、サナテックシードの竹下心平取
締役社長（左）は「シシリアンルージュハイ
ギャバの苗の配布およびモニターとのコミュニ
ケーションについて」、サナテックシードの竹
下達夫代表取締役会長は「シシリアンルージュ
ハイギャバの一般販売について」と題する発表
を行った。



▪ Zene（ジーン）はゲノム解析をベー
スに疾病リスクを評価して、そのリ
スクを低減するための解決策を個別
に提供することを目指すスタート
アップだ。ヤフーで一般消費者向け
の遺伝子解析サービスを立ち上げた
井上昌洋氏が、独立して2020年2月に
設立した。

▪ ヤフーから独立して起業した井上昌
洋社長（左）は「大企業のブランド
は使えなくなったが、スタートアッ
プだからこその小回りを生かす」と
意気込む。右が創業メンバーの1人、
有地正太取締役





モダリティ
（治療技術）

開発ステージ

疾患領域



開発ステージ

疾患領域

モダリティ
（治療技術）



▪日経バイオテクでは、外国企業や外国人はすべて英語表記。

（例）「Moderna社」（モデルナ）

「BioNTech社」（ビオンテック、バイオンテック）

・「がん」の表記は「癌」ではなく、ひらがな

・臨床試験：「フェーズ1」 → 「第1相臨床試験」




